
 

 

 

本時のポイント 

 

 

１ 単元について

○ 本単元は，交流会で市内のＡＬＴや留学生（９月上旬）に，修学旅行先で初対面の外国人観光客

（９月下旬）に日本文化を紹介する活動をゴールに設定したものである。これらの活動を通して，

他者のことを知るために，積極的に既習表現を活用して質問しようとする【主体性】の育成を図る

とともに，“ ～ …  ～  ～”などの表現を使って日本の行事や

食べ物などについて紹介する【コミュニケーション能力】を高めることをねらいとしている。

本単元の内容は，社会科「今に伝わる室町文化」や総合的な学習の時間「日比崎旅行会社Ⅰ」と

関連があり，それらの学習内容を活用することができるため，児童の関心・意欲が高まり，より伝

え合いたくなると考える。また，修学旅行先で紹介することで，授業以外の場面でも英語を使って

みたいという意欲を高めることができると考える。さらには，書写の作品などをプレゼントとして

考えるなど，単なる言語でのやり取りで終わらず，相手意識のある関わり方について考えさせたい。

○ 外国語についてのアンケートの結果，本学級の児童の実態は次の通りであった。

＜外国語についてのアンケート（６月上旬実施）より＞      

ジェスチャーや表情を加えて自分の考えや気持ちを伝えています。 ％

反応しながら聞いています。 ％

   本学級の児童は，９割近くの児童が外国語の時間を好きだと回答しており，ほとんどの児童が学

習した英語を使って相手に質問したり質問に答えたりすることができると自己評価している。しか

し，気持ちのよい関わり方については，非言語を活用したり相手の話に反応したりすることに課題

があり，言葉によらないコミュニケーションの役割を理解するように指導するとともに，児童がそ

のやり取りの目的や場面，状況等を理解しながら活動できるように，相手意識と中身のある活動を

設定していきたい。

○ 指導にあたっては，以下の点に留意する。

＜新教材（デジタル教材）や「 」の活用＞

・本単元では，新教材「 ! 」の「 」を扱い，日本の行事

や食べ物，遊び，芸能などを紹介する表現を学習する。話題を変えながら，“ ～

…  ～  ～”などの既習表現を繰り返し扱いながら活動するので，よ

り一層の定着を図ることができ，やり取りする力を高めることができると考える。

・デジタル教材の活用では，日本文化であっても児童にとってあまり馴染みがなく，難しい

と考えられるので，視聴前に児童とやり取りすることで，予備知識をもたせるようにする。

 
＜主体的な学びにつながる課題発見・解決学習＞

・第１時では，誌面（ ～ ）の絵を見ながら活動し，修学旅行先の清水寺の写真を提示

する。そこで，多くの外国人が日本に観光に来ていることに気付かせるとともに，他教科

等での学習内容や活動を扱うことで，日本文化に対する興味・関心を高め，伝えたいとい

う思いを高めていく。

・第７時では，ＡＬＴや留学生を招待した交流会で，修学旅行先で紹介する内容を伝えさせ

る。この活動を通して，初対面の人に対する声のかけ方や観光中に話を聞いてくださった

相手に喜んでもらうための関わり方を考えさせることで，より気持ちのよいコミュニケー

ションを取りたいという意欲を高める。

 尾道市立日比崎小学校 第６学年２組 外国語活動  指導者  パワーアップリーダー 大 谷  哲 也

Ａ Ｌ Ｔ        

 

 

 
 本単元で育成する資質・能力  【コミュニケーション能力】【主体性】 

「スマイル大作戦！ 自慢の日本文化を紹介しよう」～

～」

 

単元名 

「聞くこと」から「話すこと」へとスモールステップに活動し，新教材の活動を通してやり取りする力を高めさせる授業

平成３０年６月２５日（月）第５校時 



２ 目 標

〇他者に配慮しながら日本文化について伝え合おうとする。        【関心・意欲・態度】

〇日本の行事や食べ物などについて聞き，その概要を捉える。      【慣れ親しみ（聞く）】

〇日本の行事や食べ物などについて伝える。              【慣れ親しみ（話す）】

〇日本の行事や食べ物などについて，その名称や特徴などを表す語を読んだり，例を参考に語順を

意識しながら書いたりする。                 【慣れ親しみ（読む・書く）】

〇外国の文化について理解するともに，日本文化のよさに気付く。          【気付き】

３ 評価規準

コミュニケーションへの

関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ 言語や文化に

関する気付き聞く 話す 読む・書く

〇積極的に質問し

たり，相手が話

した内容に反応

したりしながら

日本文化につい

て伝え合おうと

している。  

〇日本の行事や食

べ物などについ

て聞き，その概

要を捉えてい

る。

〇日本の行事や食

べ物などについ

て伝えている。

〇日本の行事や食

べ物等の名称や

特徴を表す語を

読んだり，例を

参考に語順を意

識しながら書い

たりしている。 

〇外国の文化につ

いて理解すると

ともに，日本文

化のよさに気付

いている。

４ 単元のゴール（やり取りのイメージ）

修学旅行先で，初対面の外国人観光客に日本文化を紹介する場面 
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５ 言語材料（下線は新出）

主な表現 主な語句
①  
②  
③ （ ） （ ）
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ ～  ～  （ ）
⑧ （ ）
⑨  

日本の行事（ ）

味覚（ ）

状態や気持ちを表す語 スポーツ 飲

食物 季節 月 日本の行事

６ 単元計画（全８時間 本時３／８）

時
目標（◆），主な活動（〇），他教科や行事等との関連（※）

その時間で目指す児童の発話例（□）

評価の観点
関
意
態

慣れ親しみ

気
聞 話

読
書

１

【課題の設定】【情報の収集】③～⑦ 
◆修学旅行先で外国の人に日本文化を紹介するという課題意識をもつ。 
◆それぞれの行事でどんなことが楽しめるかを聞いたり言ったりする。 

 ◎   〇 

☆ （好きな季節とその理由）
〇 〜 「 」 をする。
〇 「 」 国旗と登場人物，行事や食べ物の写真を線で結ぶ。
〇 「 」 書く例： （ ）

 

【情報の収集】③～⑦ 
◆まとまりのある話を聞き，それらが行われる季節や楽しめることなどが分かる。 
◆日本の行事について，行われる季節とそれがどのような行事かについて言う。 

 ◎ 〇   

☆ （好きな日本の行事とその理由）
〇 〜 「 」 をする。
〇 「 」 日本の四季の行事や祭りについての話を聞く。
〇 「 」
〇 「 」 書く例： （ ）

 

【情報の収集】③～⑦ 
◆食べ物やその味覚などについて話を聞き，その内容が分かったり，言ったりする。                       

 ◎ ○   

〇 「 」 日本の食べ物について分かったことを記入する。
☆ （好きな食べ物とその理由）※ 「 」の活用
〇好きな日本の食べ物について友達と伝え合う。

「 」はチャレンジタイムで実施する。

【情報の収集】③～⑧ 
◆日本の遊びについての話を聞いて内容が分かるとともに，好きな日本の遊びについて伝え合う。 

 ○ ◎   

☆ （好きな日本の遊びとその理由）
〇 「 」
〇 「 」 日本の古くからの遊びについて聞き取る。
〇 「 」 書く例： （ ）  （ ）

 （ ）  

（ ）   

  

 

 

 （ ）  



【情報の収集】 ③～⑧ 
◆紹介したい日本文化について，その名称や特徴などを表す語を，例を参
考に書く。  

 〇 ◎   

☆ （好きな 見てみたい日本の伝統芸能・文化とその理由）
〇 「 」
〇 「 」 日本の伝統文化について，分かったことを記入する。
〇 「 」 書く例： （ ）

 
 

【整理・分析】③～⑧ 
◆日本の行事，食べ物，遊びなどを紹介したり，例を参考に紹介文を書い
たりする。  

  〇 ◎  

☆ （好きな日本文化とその理由）
〇 「 」 やり取りを視聴し，分かったことを記入する。
〇 「 」 慣れ親しんだ語句を書き写して，ポスターを作成する。
〇自分が伝えたい日本文化について友達と紹介し合う。

「 」はチャレンジタイムで実施する。

【まとめ・創造・表現】①③～⑨ ※ＡＬＴ・留学生との交流 
◆ＡＬＴや留学生に日本の行事，食べ物，遊びなどを紹介し，伝え方を改
善する。         

〇  ◎   

〇 「 」 作成したポスターを使い， や留学生に日本の紹介をする。
〇 や留学生のアドバイスを参考にして，伝え方を改善する。

【実行・振り返り】①～⑨ ※修学旅行 
◆外国人観光客に，日本の行事，食べ物，遊びなどを紹介する。                     

◎  〇  〇 

〇 「 」 作成したポスターを使い，初対面の外国人観光客に日本の紹介をする。

 

（写真を見せながら）  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

   



７ 本時の展開
（１）本時の目標

◎日本の食べ物について聞き，その概要を捉える。         【慣れ親しみ（聞く）】

〇好きな日本の食べ物について伝える。              【慣れ親しみ（話す）】

（２）学習の流れ

学習活動
指導上の留意点（〇）・評価（※）

パワーアップリーダー（Ｔ１） ＡＬＴ（Ｔ２）

１ 

２ 

① 

② 

③ 

④ Ⅰ

〇英語で挨拶を行うとともに，既習

の表現を使って児童とやり取りす

ることで，外国語の始まりの雰囲

気をつくる。

〇日本の行事を伝える表現を確認す

る。

〇日本の食べ物について，指導者の

やり取りを聞かせることで，本時

のめあてにつなげる。

〇映像を視聴し，話し手の表情やジ

ェスチャーから，相手意識の大切

さに気付かせる。

※日本の食べ物について聞き，その

概要を捉えている。【慣れ親しみ

（聞く）】（児童用冊子）

○視聴後は，内容について“

 

〇英語で挨拶を行い，外国語の始ま

りの雰囲気をつくる。

〇行事を伝える表現を繰り返し聞か

せる。

〇Ｔ１とともに，日本の食べ物につい

ての話を児童に聞かせる。

〇児童の実態に合わせて，デジタル教

材の音声内容を繰り返し聞かせる

など，聞かせ方を工夫する。

※日本の食べ物について聞き，その

概要を捉えている。【慣れ親しみ

（聞く）】（児童用冊子）

○Ｔ１と同じように，食べ物について

児童とやり取りをする。

日本の食べ物についての話を聞いたり，言ったりしよう。

【 「 」】

① デジタル教材を視聴し，分かったことを誌面に記入する。

② 聞き取った情報を確認する。

 

 

 

（ ）  （ ）



⑤ 

⑥ Ⅱ

３ 

４ 

”など，内容について児

童とやり取りをする。

〇 「 」を活用した

やり取りを聞かせることで，異文化

理解を図るとともに， Ⅱで

使用する表現に慣れ親しませる。

 

○Ｔ２とやり取りして見せ，“

～ ”や ～

“などの既習の表現を使えば

会話が続くことに気付かせる。

〇相手が日本のことをあまり知らな

いという場面を設定し，使う表現

（ ～ や

～ 等）や関わり方を考えさせる。 

※好きな日本の食べ物を伝えたり尋

ねたりしている。【慣れ親しみ（話

す）】（振り返りシート・発言）

〇本時のねらいが達成できたか自己

評価させ，達成感をもたせる。

〇お互いのがんばりを認め合うととも

に，感謝の気持ちを表現させる。

○写真を見せながら出身国（アメリ

カ）の寿司を紹介し，児童の興味・

関心を高めるとともに，語句や表現

の言い方を確認する。

 

 

 

 

 

〇Ｔ１とのやり取りをして見せるこ

とで，活動の流れを確認する。

〇机間指導をしながら，困っている児

童を支援する。

〇活動後，気持のよいやり取りをして

いた児童を紹介し，全体に広める。

※好きな日本の食べ物を伝えたり尋

ねたりしている。【慣れ親しみ（話

す）】（振り返りシート・発言）

〇本時の評価を英語で行う。

〇英語で挨拶を行う。

８ 板書計画

振り返り：外国からの観光客は日本の食べ物を知らないかもしれないので，写真を見せなが

ら紹介するなど，相手のことを考えて工夫したい。

【好きな日本の食べ物を伝え合おう】

① 友達に好きな日本の食べ物を紹介する。

② 相手を外国人観光客だと想定し，好きな日本の食べ物を紹介する。

６/２５ スマイル大作戦！ 自慢の日本文化を紹介しよう～ ～ 

日本の食べ物についての話を聞いたり，言ったりしよう。 

 

絵カード 

外国人観光客 

 

絵カード 

絵カード 

日本のことをあまり

知らないかも… 絵カード 

絵カード 

国旗 

国旗 


